




要約:母子保健行政は人口構造の高齢化、世帯構造の核家族化、女性の社会進出、住民意

識の向上など国民生活の多様な変化を通じ新たな対応が求められれている。このため、新

たな対応に当たっては母子保健を巡る課題に適合し、的確にして効率の高い施策の形成と

展開が重視されている。本研究は地域モデルの考察を通じ基本課題の把握、サービス・行

政組織の効率化および体系的評価の諸方策に就いて検討を行い、新たな施策の向上に資す

る基礎的概念の構築を図った。


